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戸田参与提出資料 



健康・医療戦略の基本理念 
① 世界最高水準の技術を用いた医療の提供 
② 経済成長への寄与 

  提 言 
 ● 重点投資と切れ目ない研究支援：領域の絞り込み後、          
 プログラムディレクター（PD）プログラムオフィサー（PO）等    
 を活用したトップダウンマネジメント機能によりPDCAを徹底。 
    ⇒ ピア・レビューへの報奨により評価の質を確保 
 

 ● 世界最高水準の医療の提供に必要な環境整備を推進：「特区」を 
   早期、実現の場として活用。 
   ⇒「特区」と国際展開は表裏一体。インバウンドとアウトバウ 
   ンドを一体的に整備し、早期に実現例を創る。  
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  提 言 
 ● ピア・レビューへの報奨により評価の質を確保 
 
   研究活動が「本業」でありレビューは「片手間」では評価の質は上

がらない。良いレビューをした評価者が報われるシステムを導入し、
「目利きマスター」が一目置かれる環境づくりが必要。 
 

 

 ●「特区」と国際展開は表裏一体。「特区」を活用し
てインバウンドとアウトバウンドをシンクロさせ、
日本の健康医療産業の国際化を加速する 

    
   「特区」を日本の健康医療産業のショーケースと位置付ける。ヒト

でのエビデンスが得られれば海外も含め実用化は早い。 
  「特区」設定の意義はスピード。インバンド・アウトバウンドの双

方向を見据えて、実施例の早期創出を実現すべし。 
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 提 言  

・患者満足度を 
 具体的イメージ 
 したテーマ設定 

・戦略的な 
   テーマ設定 

・研究成果を 
 スピーディーに 
  患者に届ける 

・法律/規制/制度 
 は現実対応＆革新 
  （治験先進国） 

・患者満足度 
・経済合理性 
・国際競争力 
・経済成長力 

（first-in-class, first-in-human） 

・医療 ＩＴ 

日本発 
・ 

世界初 

研究 開発 社会 

《生みの親》 《育ての親》 《社会貢献》 

サイエンスの実証 
（ヒトでのエビデンス） 

ラボとベッドの一体化 

早期実用化 
（先進医療の社会実装） 

新法下での実用 

「特区」を世界に先駆け実証･実用の
場として治験先進国を実現 
リソース（予算・人）の集中 

[HOW] [WHAT] 

社会的／患者的視点、 
日本の強みが活かせる 
領域への重点投資 

再生医療 
中枢神経(アルツハイマー) 
癌など。 
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